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１．最近のトピック
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ジャパンデーの開催（7/3）

• 万博会期中、すべての参加国は一日ずつの「ナショナルデー」を設定し、自国文化を発信する式典や文化イベ
ントを実施。日本のナショナルデー（「ジャパンデー」と呼称）は、７月３日（木）。

• 同日は、秋篠宮皇嗣同妃両殿下、石破茂内閣総理大臣も出席し、公式式典・公式催事に加え、日本文化
を発信する様々なイベントが会場内で実施された。

【公式式典 テーマ】

【公式式典 キービジュアル】

花・草木からできる染料をもとにした日本の伝統色を使用。
日本発祥とされる漫画の”吹き出し”を想起させるデザイン。

○ ジャパンデー公式式典・公式催事（EXPOホール）
○ パレード（リング下 NDホール前～空の広場付近）
○「1000人太鼓」（EXPOアリーナ）
○「日本国際芸術祭」「アニメ・漫画×フードフェス」（EXPOメッセ）
○「和文化祭典きものショウ・和装夢旅人」（フェスティバルステーション）

など

LIFE WILL BLOOM.
～いのちは、何度でも輝く。～

【７月３日の会場内イベント】

パレードの様子



ジャパンデー当日の様子

■公式式典・公式催事 ■皇嗣同妃両殿下の公式式典ご臨席

4画像出典（皇嗣同妃両殿下）：宮内庁HP
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万博会場での花火について

• 日本の花火の技術と文化を世界に伝えるため、「Japan Fireworks Expo」を開催。６月28日（大
曲の花火の開催日）には、開幕以来最多の来場者数（20万2,819人）を記録。

• 更に、7月19日～8月31日の夏休み期間中の毎日、万博会場で「ミニ花火大会」を開催。「天神祭」とコ
ラボレーションした花火の打ち上げも実施。

⚫概要：日本を代表する花火大会が全国から集結し花火を披露。

⚫日程：4月26日(土)、5月31日(土)、6月28日(土)、7月21日(月)、7
月23日(水)、8月23日(土)、9月27日(土)、10月8日(水)

※4月26日は「伊勢神宮奉納全国花火大会」、5月31日は「双葉花火」、6
月28日は「大曲の花火」、7月21日は「関門海峡花火大会〈門司側〉」が打
ち上げを実施。

「Japan Fireworks Expo」

「ミニ花火大会」

⚫日程：

【天神祭ミニ花火】7月19日、20日、22日、24日、25日
【夏休みEXPOミニ花火】7月26日～31日、8月1日～22日、24日～31日

画像出典：大阪・関西万博公式X
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ブルーインパルスの再飛行について

• 航空自衛隊ブルーインパルスは、万博開幕日（4/13）に展示飛行を予定していたが、悪天候により中止となっ
ていたところ。地元大阪府市を含め、再飛行を望む声が多数あったことも踏まえ、防衛省において検討した結果、
7/12（土）、13（日）再飛行を実施。

• 飛行にあたっては、会場内外の混雑・雑踏対策が課題となることから、比較的混雑リスクの少ない15時台の時
間帯に再飛行。

• 来場者数は12日（土）19.0万人（うちAD証1.8万人）、13日（日）18.0万人（うちAD証1.9万人）
と、先月の花火に次ぐ人出となったが、目立った混乱はなかった。

（参考）飛行ルート

関西国際空港を離陸後、
大阪府南部から航過飛
行を開始し、各ランドマー
ク上空を飛行した後、１
５時００分～１５時１
５分頃の間、夢洲会場
上空で展示飛行を実施

画像出典：大阪・関西万博日本館公式X



海外パビリオンの状況（アンゴラ館再開・ネパール館開館）

• 技術的な調整（映像展示など）のため 4/14 以降休館していたアンゴラ館が6/26 に再開

• 最後まで未開館だったネパール館が7/19に開館（開幕から98日目に全てのパビリオンが開館）
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【アンゴラ館】

• マラリアにかかった少女が医者になるまでの約7分間のノンフィク
ション映像やアンゴラ出身の医療従事者の紹介などを通じ、教
育、そして伝統的な慣習と現代の科学技術の組み合わせが、
いかに健康と生活の質を向上させるかを来館者に伝える。

【ネパール館】

• ネパールの祭りをイメージした華やかなパビリオン。ヒマラヤ山
脈で採れた水晶や仏像などが展示されているほか、スカーフやア
クセサリーなどを販売するギフトショップ、カレーやビリヤニなどを提
供するネパール料理店など７つの店舗が併設。

画像出典：博覧会協会公式インスタグラム



２．運営の課題と対応



来場者数増加に向けた主要な取組

• 来場者数の増加に向け、夕方・夜間のプロモーション、パビリオン予約枠解放の工夫、西ゲートの更なる有
効活用といった取組を随時実施。

• こうした取組の結果、開幕週は平均9.1万人/日であった入場者数が直近1週間では平均13.1万人/日ま
で増加（開幕以降現在まででは平均13.0万人/日）。 ※いずれも8/2時点

●来場者ゲートの運用効率化
• ゲートスタッフの習熟、通信環境の改善。

●比較的来場者が少ない夕方・夜間の満足度向上
• 入場枠に余裕のある午後以降・夜間入場に関するプロモーション活動の強化（トワイライトキャンペーン※の実施）
※夜間券の入場可能時間を当面17時→16時へ1時間前倒し、飲食店での特典を付与

• 営業店舗の閉業時間を（各施設判断により）21:30まで延長。 ※ゲート付近のオフィシャルストアは21:45まで

●パビリオン予約枠解放の工夫
• 複数パビリオンにおいて、一律朝9:00に解放されていたパビリオンの当日予約枠を昼から午後、夕方にかけて複数回順次解
放する方式を採用。

●西ゲートの更なる有効活用
• P&R駐車場利用者向けに、西ゲートにおける優先入場レーンの設定、当日枠の開設、15時以降の割引等を実施。
• 桜島駅シャトルバスを増便するとともに、ATC、コスモスクエア駅、弁天町駅の各地点から西ゲートへのシャトルバス運行を開始。
• 西ゲート入場のチケット所持者向けに、東ゲート前から西ゲートまで徒歩・シャトルバスで移動できるルートを開設。 9

具体的な取組事項



「夏休みキャンペーン」

• 夏休みシーズン（8月末まで）の来場者数の増加、満足度向上に向け、夏休み限定のイベントやミャクミャ
ク企画を多数準備。
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① 毎日打ち上げ！ 「ミニ花火大会」

夏休み期間中は、毎晩「ミニ花火大会」を開催します！（7/19～8/31）
※7/21、23、8/23は「ミニ花火大会」ではなく、「Japan Fireworks Expo」の花火を打ち上げ

② 夏を楽しみつくそう！「夏限定イベント」

〇「ミャクミャクWEEK」 水鉄砲で暑さを吹き飛ばそう！ ミャクミャクも登場！（EXPO アリーナ「Matsuri」で開催: 7/14～17）
〇「EXPO Matsuriシアター」 開放的な空間で大型スクリーンでの上映を楽しもう！ （7/11～20）
〇夏の風物詩！「万博ゆかたデー」開催！（7/25～7/28）

大阪ウィーク～夏～オープニングイベント「マツケンサンバ＠EXPO2025」 （7/25）、盆踊りで「ギネス世界記録Ⓡ」に挑戦！（7/26）
国内外の人たちとの「交流盆踊り」（7/27,28）、「大屋根リング盆踊り」（7/28）、ミャクミャクの期間限定スタンプも登場！

③ 海を眺めながら夏を感じよう！ 「サンセットビアテラス」（西エリアのフューチャーライフゾーンに開設）

④ 空飛ぶクルマのデモフライト！（西エリアのモビリティエクスペリエンス内「EXPO Vertiport」、7/18～21、7/31～8/24（火・水運休））

⑤ ミャクミャクがいっぱい！ ワクワクの西エリア！

〇「ミャクミャクぬいぐるみくじ」が西エリアに移転、新オフィシャルストアがオープン！ くじ台数・ぬいぐるみ数が増加！（7/18～）

〇西ゲート周辺にミャクミャクが登場！ あなたも会えるかも!?（昼頃から夕方にかけて数回登場）

イベント等の内容（博覧会協会作成資料より抜粋）



ユスリカ大量発生への対応

• 会場内の広範囲で、汽水域に生息する「シオユスリカ」が大量発生。発生源はつながりの海及びウォータープラザ。

• 協会に総長ヘッドの「ユスリカ等対策本部会議」を設置（5/26）し、有識者（※）の知見も踏まえ、「防虫計画
（初版）」を策定（6/9付）。
（※）ユスリカの専門家である信州大学・平林教授を座長とし、日本ペストコントロール協会を中心とした有識者会議を開催

• これまで、「防虫計画」に従い、成虫の営業店舗等施設への侵入対策や、照明等による誘引の検証、つながりの
海の藻の一部除去等を進めているところ。

〇昆虫等の発生によってもたらされるリスク、対策が環境に与える影響等のバランスをとりつつ適切な
措置を講じるということを基本的な考え方としつつ、以下の対策を講じる。

１.幼虫対策
①生物学的防除（天然微生物製剤活用の有効性を検証し、環境影響を含め委員会で議論）
②物理的防除（海水循環の促進、水底の清掃等の検討）

２.成虫対策
①施設対策（外壁等への薬剤施工、屋内侵入防止ネットの設置等）
②つながりの海での対策（照明等による誘引の検証） 

３.調査及びモニタリング
①ルートセンサス（雨水桝等の見回り確認）
②捕虫紙検定、蚊類分析 等

防虫計画（初版）ポイント

↑施設対策の例（タフガードネットの設置）

11
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レジオネラ属菌検出への対応
• 静けさの森水盤（5/28）、ウォータープラザ（6/4,6）において、指針値（※）以上のレジオネラ属菌検出の疑
いあり。 （※）指針値：100cfu（Colony Forming Unit）/100ml。レジオネラ症防止指針によるものであり、法令基準ではない。

• これを受け、静けさの森については、 3か所の水盤で水を抜き、利用停止としたうえで、ろ過装置や配管等の設備の
清掃・消毒を実施。ウォータープラザについては、6/4より水上ショーを休止し、水質改善や藻類の清掃等を実施。

• 培養法を用いた精密検査により、ウォータープラザ、静けさの森ともにレジオネラ属菌は検出限界以下と判定された
ため、6/20に検査結果を公表。

• 7/11より、静けさの森西側水盤及びウォータープラザにおける水上ショーを再開。

各検査箇所の位置関係

静けさの森

ウォータープラザ
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暑熱対策①（給水設備の充実）

• これまでに、飲料の自動販売機やウォーターサーバー等の給水設備を会場内の各所に設置し、十分に水分
補給可能な環境を整備。

• 設置状況は、博覧会協会HP上の「今週の万博」から地図上（マップ形式）で確認可能。

給水設備の設置状況 ※7/26現在

●自動販売機：248台 ●その他の給水設備：86台

園路に設置されているもの

リング上・施設内に設置されているもの
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暑熱対策②（日陰の創出、送風設備の充実）

• 今後の気温上昇も見据え、博覧会協会において、給水設備の充実に加え、日陰の創出や送風設備の充
実といったハード面の整備も実施。

【会場内】
• 園路等へのパラソルの設置：300台超
• 園路等におけるファンの稼働：約30台
• EVバス休憩所の設置、クールスポットとしての活用：2台

【東エントランス広場】
• スポットエアコンによる送風：40台
• 日傘の貸出：3,000本
• 一時的に小休止可能な休憩所の運用

【第二交通ターミナル～西エントランス広場】
• 歩行者動線上におけるミストファンの稼働：18台
• エントランス広場におけるスポットエアコンによる送風：20台

東西エントランス広場に設置されている
スポットエアコン→

↑園路上のパラソル ↑園路上のファン ↑いのちパークのミスト
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暑熱対策③（来場者サービスの充実、医療・救護体制の整備等）

• 来場者向けの予防啓発活動として、熱中症予防に関するHP上での情報の発信や、来場者向けメール配
信による注意喚起、場内放送やデジタルサイネージを活用した来場者への水分・塩分補給呼びかけを実施。

• また、熱中症患者が発生した場合に備え、会場内に計8カ所の診療所・応急手当所も整備。場内スタッフ
の初動対応を定め、傷病者発見時に救護所から迅速に対応出来るよう体制を構築。

• 周辺の各機関の状況も踏まえたうえで、暑さ指数に応じた対応策（特別警戒アラート発令時等における閉
園等の必要な判断、手続を含む）を講じることとしている。

HP上の「気象・安全情報」 医療救護施設の配置



３．大屋根リングの活用・リユースについて
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大屋根リングの一部残置等について

• ６月23日に大屋根リングに活用に関する検討会（第３回）が開催され、大屋根リングの一部残置等につ
いての方針がとりまとめられた。

大阪府市提案の大屋根リングの利活用イメージ

• まずは、第2期区域（北東部200ｍ）での残置を目指す。本年秋頃に行う
開発事業者公募の際には、大屋根リングの残置様態として、建築基準法に
基づく建築物として現状に近い状態で利用することに加え、建築基準法の準
用工作物（物見塔）として取り扱うことも可能であることを示し、来年３月
末から５月初旬にかけて、事業者から提案される大屋根リングの活用形態
を見極める。

• その結果、第２期区域で原形に近い形で残置が不可と判断した場合には、
第3期区域での残置を目指す。

• 今後は、検討会を引き続き開催し、第３期区域で残置する際の、①管理主
体、②法的位置づけ、費用、③財源について、実務者より８月末までに合意
し、次回協会理事会までに検討会として合意する。

• 大屋根リングの解体は杭抜き等に時間がかかるため、来年3月末から５月初
旬までに残置するか解体するか決定する必要がある。

とりまとめ概要
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博覧会協会におけるリユースの取り組みについて

• 施設等の移築については、複数の地方公共団体から、テーマ館の一部移築などの提案があり、当該施設
の解体工事の契約変更時期などを調整し、その実現を目指している。7月末現在で、シグネチャーパビリオン
５館（中島館、落合館、河瀨館、小山館、河森館）、若手建築家施設３（ポップアップステージ（東
外）、トイレ５、トイレ７）について、一部移設等が可能か調整中。

• 建材・設備等のリユースについては、3月から5回公募を実施しており、これまで500点を出品。第４回公募
までに15点が落札済み。 

• 什器・備品のリユースについては、閉幕前後からの公募開始を予定。
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パビリオン等の移築・リユースについて

• 「ミャク市！」において、2025年６月までに30施設を掲載して、譲渡先を募集。

• 原則として、解体費用は譲渡先が負担することで調整。

「ミャク市！」のウェブサイトで2025年6月までに募集したパビリオン等

〇：譲渡先候補と
一部移設を検討中

△：譲渡先候補と
設備譲渡を検討中

×：具体的なリユース
検討に至らなかったもの

施設名 検討状況

いのちの遊び場クラゲ館（中島館） 〇

Null2（落合館） 〇

いのちのあかし（河瀨館） 〇

EARTH MART（小山館） 〇

いのちめぐる冒険（河森館） 〇

いのちの未来（石黒館） △

いのち動的平衡館（福岡館） △

ポップアップステージ（東外） 〇

ポップアップステージ（東内） ×

ポップアップステージ（西） ×

ポップアップステージ（北） ×

サテライトスタジオ（東） ×

トイレ1 ×

トイレ2 ×

トイレ3 ×

トイレ4 ×

施設名 検討状況

トイレ5 〇

トイレ6 ×

トイレ7 ○

トイレ8 ×

休憩所1 ×

休憩所2 ×

休憩所3 ×

休憩所4 ×

ギャラリー ×

大催事場（シャインハット） ×

NDホール（レイガーデン） △

迎賓館 ×

お弁当広場 ×

格納庫 ×

大屋根リング （詳細別途）

ランドスケープ（樹木） 公募中
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大屋根リングのリユースについて

• 6月23日に開催した博覧会協会理事会において、万博レガシーの継承や持続可能な取組の観点から、

大屋根リングの一部残置範囲を除いた部分について、部材を丁寧に解体しリユースしていく方針を確認。

• 早期需要に対応するため、2025.6月に第１期公募

を実施した。 柱・梁・CＬT（屋根材）約700m3を

出品し、全量について応札があった。リユースされる木

材は、催事でのモニュメント製作、小学校校舎の一部

資材、ベンチ製作、内装材・造作材等として活用され

る予定。

• 2025.7月末から第２期公募を実施中。柱・梁・C

ＬＴ（屋根材）約1,500m3を出品しており、8月

21日まで応札を受け付けている。

大屋根リング・リユース公募の概要 リユース対象となる木材部位について

＜出品している木材の寸法＞

柱材：集成材（欧州赤松、国産檜）：42㎝×42㎝×約8～9m

梁材：集成材（国産杉） ：42㎝×21㎝×約5～9m

屋根材：CLT （国産檜） ：約2ｍ×約8ｍ×9㎝

屋根材

＜各公募における木材本数＞

柱 梁 ＣＬＴ
（屋材材）

第1回公募【700m3】 195本 592本 36本

第2回公募【1500ｍ3】 400本 1323本 51本
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建材・設備等のリユースについて

• 「ミャク市！」において、3月から5回に分けて500点を出品し、第４回公募までに15点が落札済み。7月
28日から予定価格を見直し、再公募実施中。

出品例：インターロッキングブロック、マンホール蓋、案内サイン、照明柱、照明、トイレ衛生機器、空調機器、冷凍庫、コーヒーマシーン、ベンチ、椅子、消火器等

• 閉幕後発生する廃棄物量の削減、廃棄物処分費用の節減にも寄与することから、引き続き、リユース希望
を募り、可能な限り、リユースしていく方針。

「ミャク市！」のウェブサイト 「建材・設備のリユース」の出品サイト



４．会場建設費及び運営費コスト推移表



建設費の執行状況について（2025年7月15日時点）①
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建設費の執行状況について（2025年7月15日時点）②
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建設費の執行状況について（2025年7月15日時点）③
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運営費の執行状況について（2025年7月15日時点）①
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運営費の執行状況について（2025年7月15日時点）②
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